
いい湯だな！自宅で入浴
訪問入浴介護事業

学童保育で楽しく
にぎやかに料理教室

すわろビクス（健康体操）
ミニデイてんごり会

ひとり暮らし老人のつどい

企画委員会
新しい社協の将来を見据えます

八木 園部

日吉 美山
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謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
の
希
望
輝
く
新

年
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
運
営
や
活
動
に
格
別
の
お

力
添
え
を
た
ま
わ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
な
か
で
も
昨

年
度
は
、
南
丹
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
誕
生
に
あ
た
り
市
民
の

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
一
月
に
旧
四
町
の
社
会

福
祉
協
議
会
が
合
併
を
い
た
し

ま
し
て
、
新
た
な
歩
み
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
今
日
ま
で
各
町

社
協
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ

る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
し
く
南
丹
市
社
協

と
な
り
、
地
域
福
祉
の
担
い
手

と
し
て
新
し
い
福
祉
の
風
を
南

丹
市
に
お
こ
せ
る
よ
う
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
合
併
当
初
で
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
幾
多
の
問
題
や
課
題

を
抱
え
つ
つ
の
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
地
域
の
福

祉
課
題
を
明
確
に
し
、
法
人
の

運
営
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て
の

住
民
の
こ
こ
ろ
が
輝
く
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
役

職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
指
針
と
な
る
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
立
案
に
本
格
的
に
着
手

し
、
市
民
の
皆
様
の
思
い
を
お

聞
き
し
、
反
映
さ
せ
る
よ
う
、

使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
今
後
も
介

護
保
険
事
業
、
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
事
業
、
市
か
ら
の
受
託

事
業
、
共
同
募
金
事
業
、
市
社

協
独
自
事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
の
た
め
の
支
援
を
提
供

し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
個
々
の

生
活
を
支
え
、
さ
ら
に
地
域
の

福
祉
の
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
お

力
を
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、

皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会　

長　

麻
田　

勝
司　
　

学
識
経
験
者
（
八
木
町
）　

副
会
長　
　

井　
　

豊　
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
園
部
町
）

副
会
長　

湯
浅　

満
男　
　

学
識
経
験
者
（
日
吉
町
）

副
会
長　

山
内　

三
郎　
　

地
域
の
代
表
（
美
山
町
）

理　

事　

田
中　
　

博　
　

地
域
の
代
表
（
園
部
町
）

　

〃　
　

福
嶋　

利
夫　
　

地
域
の
代
表
（
八
木
町
）

　

〃　
　

船
越　

充
子　
　

地
域
の
代
表
（
日
吉
町
）

　

〃　
　

上
野　

嘉
雄　
　

学
識
経
験
者
（
園
部
町
）　

　

〃　
　

人
羅　

綾
美　
　

学
識
経
験
者
（
園
部
町
）　

　

〃　
　

川
勝
多
嘉
志　
　

学
識
経
験
者
（
八
木
町
）　

　

〃　
　

山
田　
　

稔　
　

学
識
経
験
者
（
日
吉
町
）

　

〃　
　

岸
本　

壽
枝　
　

学
識
経
験
者
（
美
山
町
）　

　

〃　
　

石
田　

義
治　
　

学
識
経
験
者
（
美
山
町
）

　

〃　
　

中
西
多
嘉
子　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表

　

〃　
　

小
林　

敏
郎　
　

社
会
福
祉
団
体

　

〃　
　

中
川　
　

晃　
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
八
木
町
）

　

〃　
　

船
越　

重
雄　
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
日
吉
町
）

　

〃　
　

倉
内
喜
久
雄　
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
美
山
町
）

　

〃　
　

山
本　
　

裕　
　

社
会
福
祉
施
設
の
役
職
員　

　

〃　
　

井
尻　
　

治　
　

議　
　
　

会

　

〃　
　

永
塚　

則
昭　
　

行　
　
　

政

　

〃　
　

星
尾　

正
吾　
　

法
人
が
経
営
す
る
施
設
の
施
設
長
等

監　

事　

小
畑　

圭
一　
　

財
務
諸
表
を
監
査
し
得
る
者

　

〃　
　

川
勝　
　

守　
　

社
会
福
祉
事
業
に
学
識
経
験
を
有
す
る
者

新
年
に
よ
せ
て

麻　

田　

勝　

司

南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

合
併
一
周
年
を
迎
え
南
丹
市
の
魅
力
づ
く
り
を佐

々
木　

稔　

納

南
丹
市
長

役　

員
（
理
事
・
監
事
）

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
南
丹
市
誕
生
と
い

う
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た
り
、

関
係
各
位
の
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
市
政
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

特
に
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
熱
意
あ
る
皆
さ

ま
が
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
甚
な
る
敬
意
と
心
か
ら

の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
佛
教
大
学
と
の
地
域
連

携
協
定
書
の
締
結
、
京
都
新

光
悦
村
や
八
木
町
で
の
企
業
進

出
、
本
年
四
月
に
四
年
制
大
学

と
し
て
発
足
さ
れ
る
京
都
医
療

科
学
大
学
の
文
部
科
学
省
の
認

可
な
ど
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
動
き
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
建
設
計
画
を
よ

り
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
南

丹
市
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に

向
け
た
議
論
を
活
発
に
行
な
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
般
、

ま
と
ま
り
ま
し
た
南
丹
市
行
政

改
革
大
綱
と
も
連
動
さ
せ
な
が

ら
、
よ
り
市
政
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

南
丹
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
全
に
育
っ
て
く
れ

る
環
境
づ
く
り
や
、
皆
さ
ま
が

将
来
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
諸
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。何

よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ま
に

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
南
丹
市
に
す

る
た
め
に
は
、
地
域
資
源
に
磨

き
を
か
け
な
が
ら
、
南
丹
市
な

ら
で
は
の
魅
力
を
生
み
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

南
丹
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
命
を
守
り
、
自
立
し
た

生
活
を
支
援
・
確
立
す
る
施
策

を
推
進
し
て
「
く
ら
し
や
す
い

ま
ち
・
南
丹
市
」
の
実
現
に
取

り
組
み
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
輝
く
未
来
の
た
め
、「
子

育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
・
南
丹

市
」
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め

に
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
南
丹

市
福
祉
計
画
等
策
定
委
員
会
に

お
い
て
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
や
障
害
福
祉
計
画
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
は

行
政
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
地

域
福
祉
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も

十
九
年
度
に
は
策
定
を
終
わ
る

予
定
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
を
基
に
し
て

南
丹
市
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
実
現
の
た
め
挑
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

近
年
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
る

よ
う
な
凶
悪
な
犯
罪
や
傷
害
事

件
が
多
発
し
て
お
り
、
毎
日
の

よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
社

会
福
祉
の
需
要
が
拡
大
・
多
様

化
す
る
中
で
、
今
こ
そ
市
民
同

士
が
つ
な
が
り
あ
う
、
心
温
か

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
諸
活

動
を
、
麻
田
会
長
様
を
先
頭
に

さ
れ
尚
一
層
、
展
開
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
協
議
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
関
係
各
位
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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経 常 収 入  
経 常 支 出  

経 常 活 動 資 金 収 支 差 額  
 
施 設 整 備 等 収 入  
施 設 整 備 等 支 出  

設 備 整 備 等 資 金 収 支 差 額  
 
財 務 活 動 収 入  
財 務 活 動 支 出  

財 務 活 動 資 金 収 支 差 額  
 
予 備 費  

当 期 資 金 収 支 差 額 計  
 
前 期 末 支 払 資 金 残 高   

当 期 末 支 払 資 金 残 高  

資金収支決算書 事業活動収支決算書 
 
事 業 活 動 収 入 計  
事 業 活 動 支 出 計  
事 業 活 動 収 支 差 額  
事 業 活 動 外 収 入 計  
事 業 活 動 外 支 出 計  
事 業 活 動 外 収 支 差 額  
経 常 収 支 差 額  
特 別 収 入 計  
特 別 支 出 計  
特 別 収 支 差 額  
当 期 活 動 収 支 差 額  
　　前期繰越活動収支差額 
　　当期末繰越活動収支差額 
　　基 本 金 取 崩 額 
　　基 本 金 組 入 額 
　　その他の積立金取崩額 
　　その他の積立金積立額 
次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額 

628,970 
639,205 
△ 10,235 
124,691 
124,613 

78 
△ 10,157 

3,471 
131 

3,340 
△ 6,817 
126,055 
119,238 

0 
0 

144,143 
16,162 
247,219

661,555 
708,631 

△47,076 
 

1,857 
18,076 

△16,219 
 

110,191 
34,779 

75,412 
 
0 

12,117 
 

134,606 

146,723

収　支　区　分 決算額 収　支　区　分 決算額 

繰
越
活
動
収
支
差
額 

貸　借　対　照　表 

流動資産 
　　現金・預金 
　　未収金 
　　その他の流動資産 
固定資産 
　　基本財産 
　　　基本財産特定預金 
　　　土地・建物 
　　その他の固定資産 
　　資産の部　合計 

流動負債 
固定負債 
　　　負債の部　　　合計 
基本金 
基金 
その他の積立金 

次期繰越活動収支差額 
 
　　　純資産の部　　合計 
負債及び純資産の部　合計 

199,745 
90,631 
98,587 
10,527 
289,759 
32,556 
4,000 
28,556 
257,203 
489,504

53,022 
4,742 
57,764 
4,000 
84,953 
95,568 

247,219 
 

431,740 
489,504

資
　
　
　
　
産 

負
　
債 

純
　
資
　
産 

科　　　目 決算額 科　　　目 決算額 

事業活動収入内訳 

事業活動支出内訳 
（事業別内訳） 
 

会費・寄附金　26,472 

 

 

事業収入23,393 

 

（単位：千円） 

共同募金収入12,378 支援費事業収入17,179

受託金 
127,262

介護保険事業収入　273,750
その他 
73,540

補助金・助成金　74,996 

 

 

法人運営・地域福祉・ボランティア 

244,098

居宅介護等事業 

（介護保険・支援費） 

263,105

在宅介護支援センター　13,109 権利擁護事業　5,524

放課後児童健全育成事業　7,856

介護予防・生活支援事業　41,527

小規模通所授産施設　63,986※事業活動支出の内、減価償却費　16,377

一般会計・公益事業特別会計 授産施設特別会計 

財務活動資金収支差額 
予　　　備　　　費 
当期資金収支差額合計 

財務活動資金収支差額 
予　　　備　　　費 
当期資金収支差額合計 

会費収入 
寄附金収入 
経常経費補助金収入 
受託金収入 
事業収入 
貸付事業等収入 
共同募金配分金収入 
介護保険収入 
利用料収入 
受取利息配当金収入 
会計単位・経理区分間繰入金収入 
経　常　収　入　計 
人件費支出 
事務費支出 
事業費支出 
貸付事業等支出 
共同募金配分金事業支出 
助成金支出 
会計単位・経理区分間繰入金支出 
経　常　支　出　計 
 
施設整備等補助金収入 
施設整備等寄附金収入 
固定資産売却収入 
元入金収入 
施 設 整 備 等 収 入 計 
固定資産取得支出および繰入支出 
元入金支出 
施 設 整 備 等 支 出 計 
 
借入金収入 
積立預金取崩収入   
その他の収入 
財 務 活 動 収 入 計 
積立預金積立支出 
その他の支出 
流動資産評価減等資金減少額等 
財 務 活 動 支 出 計 

11,327 
11,778 
71,621 
63,490 
720 

1,900 
11,772 
292,137 
22,340 

60 
77,209 
564,354 
391,759 
21,024 
57,079 
3,900 
11,772 
7,064 
77,209 
569,807 
△5,453 

0 
0 
0 
0 
0 

5,744 
0 

5,744 
△5,744 

0 
10,245 

0 
10,245 

0 
0 
0 
0 

10,245 
0 

△952 
 

142,658 
141,706

0 
0 
0 

50,661 
11,436 

0 
0 
0 
0 
0 
0 

62,097 
23,243 
154 

38,700 
0 
0 
0 
0 

62,097 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
 

△138 
△138

11,327 
11,778 
71,621 
114,151 
12,156 
1,900 
11,772 
292,137 
22,340 

60 
77,209 
626,451 
415,002 
21,178 
95,779 
3,900 
11,772 
7,064 
77,209 
631,904 
△5,453 

0 
0 
0 
0 
0 

5,744 
0 

5,744 
△5,744 

0 
10,245 

0 
10,245 

0 
0 
0 
0 

10,245 
0 

△952 
 

142,520 
141,568

収支 
区分 勘定科目 

会　計 収支 
区分 勘定科目 

会　計 
一般会計 公益会計 合　計 授産会計 

経
常
活
動
に
よ
る
収
支 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支 

財
務
活
動
に
よ
る
収
支 

収
　
　
　
　
　
入 

支
　
　
　
　
出 

収
　
　
入 

支
　
出 

収
　
入 

支
　
出 

授産事業収入 
会計単位・経理区分間繰入金収入 
授 産 事 業 収 入 計 
授産事業支出 
会計単位・経理区分間繰入金支出 
授 産 事 業 支 出 計 
 
受託金収入 
参加費収入 
私的契約利用料収入 
利用料収入 
経常経費補助金収入 
寄附金収入 
雑収入 
借入金利息補助金収入 
受取利息配当金収入 
会計単位・経理区分間繰入金収入 
福 祉 事 業 収 入 計 
人件費支出 
事務費支出 
事業費支出 
借入金利息支出 
会計単位・経理区分間繰入金支出 
福 祉 事 業 支 出 計 
 
施設整備等寄附金収入 
固定資産売却収入 
施 設 整 備 等 収 入 計 
固定資産取得支出 
施 設 整 備 等 支 出 計 
 
借入金収入 
積立預金取崩収入 
その他の収入 
財 務 活 動 収 入 計 
積立預金積立支出 
その他の支出 
財 務 活 動 支 出 計 

9,357 
0 

9,357 
8,757 

0 
8,757 
600 

56,000 
0 
0 

100 
0 
20 
1 
0 
1 
0 

56,122 
46,372 
6,326 
4,199 

0 
0 

56,897 
△775 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

△175 
 

800 
625

授
産
事
業
活
動
収
支 

福
祉
事
業
活
動
に
よ
る
収
支 

施
設
整
備
等
収
支 

財
務
活
動
に
よ
る
収
支 

収
　
入 

収
　
　
　
　
　
入 

支
　
出 

収
　
入 

支
出 

支
　
　
　
出 

収
　
入 

支
　
出 

前期末支払資金残高 
当期末支払資金残高 

前期末支払資金残高 
当期末支払資金残高 

施設整備等資金収支差額 
 

経常活動資金収支差額 

施設整備等資金収支差額 
 

福祉事業活動資金収支差額 

授産事業活動資金収支差額 
 

平成18年度 収支予算平成17年度 決算の状況
※合併前の旧 4町社協分を含んでいます。（単位：千円） （単位：千円）
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昨
年
５
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」
に
、
南
丹
市
内
８
８
９
０
世
帯
か
ら

４
４
７
万
８
４
３
０
円
の
社
資
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。日
本
赤
十
字
社
は
、戦
争
や
災
害
で
苦
し
む
人
々

の
た
め
に
、
国
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
に
、
健
康
と
安
全
を
考
え
た
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
そ
し
て
人
道

的
活
動
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
々
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
赤

十
字
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
こ
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

皆
さ
ま
の
善
意
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
社
資
は
日
本
赤
十
字
社
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
…
集
ま
り
ま
し
た
ご
厚
志
は
、
い
っ
た
ん
京
都
府
共
同
募
金
会
に
送
金
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
に
広
域
事
業
や
施
設
整
備
費
に
使
わ
れ
る
部
分
を
除
い
て
、
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、

地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
募
金
…
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
募
金
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
お
せ
ち
料
理
、
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
の
お
見
舞
い
、
要
援
護

者
の
激
励
金
等
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
募
金
額
、
配
分
等
が
確
定
し
だ
い
次
回
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加

「
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」
に

　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社協会費の納入ありがとうございました
各自治会等を通じてお世話になりました会費は、

お寄せいただきました会費は、地域福祉をはじめとする社会福祉事業に有効に活用させてい

ただきます。

会費を納入していただきました皆様、ならびに納入にご協力くださいました自治会役員、福

祉委員等の関係の皆様に厚くお礼申し上げます。

今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

平成18年度12月現在　総額　9,683,700円となりました。

九
月
二
十
八
日
、
南
丹
市
社
協
日
吉
支
所
に
お
い
て
、

園
部
・
八
木
・
日
吉
・
美
山
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
ボ
ラ
連
）
の
会
長
・
副
会
長
と
、
本
所
・
各
支
所
担

当
職
員
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

お
互
い
個
々
に
面
識
は
あ
っ
て
も
ボ
ラ
連
ど
う
し
で
集

ま
る
の
は
今
回
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
町

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
特
色
あ
る
活
動
、
抱
え
て
い

る
悩
み
な
ど
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

「
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
も
つ
夢
の
実
現
の
前

に
は
困
難
な
壁
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
ボ
ラ
連
ど
う

し
で
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動
の
充

実
・
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
ん
だ
」
と
い
う
目
的
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
の
社
協
と
ボ
ラ
連
の
あ
り
方
に
つ
い
て
社
協
の
方

針
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
交
流
す

る
機
会
を
も
っ
て
、
共
通
認
識
を
積
み
重
ね
各
ボ
ラ
連
間

の
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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た
け
ど
家
族
に
も
話
せ
な
い

　

し
ど
う
し
よ
う
。

◎
自
分
で
判
断
が
で
き
な
く

　

な
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

　

の
？

◎
お
金
の
管
理
が
心
配
に
な
っ

　

て
き
た
。

こ
う
い
っ
た
不
安
や
わ
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
自
立
に
向
け
た
支
援
や
高

齢
者
の
権
利
擁
護
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

ま
た
、

◎
近
所
に
心
配
な
人
（
家
族
）

　

が
い
る
。

◎
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
親

　

の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て
き

　

た
。

◎
虐
待
を
受
け
て
い
る
ん
じ
ゃ

　

な
い
か
と
思
う
人
が
い
る
。

トピックス トピックス 

地域福祉の活性化と住民の健康づくりを目指

し、「かかわり・つながり・ひろがり・元気の輪！」をメインテー

マとして毎年地域の福祉施設や各種団体が実行委員会をとなっ

て企画・開催されています。

今年度は10月28日（土）に南丹市八木農村環境公園「氷

室の郷」で開催され、約千人のご参加のもと大成功に終わりま

した。

展示の部、各種模擬店、舞台の部などがにぎやかに開かれ、

舞台の部では施設のご利用者による歌や踊りの発表やカラオケ

もあって大人気でした。

八
木

歳末たすけあい運動の事業で、父子家庭やひ

とり暮らしの高齢者などを対象に「おせち料理」を給食ボラン

ティア「あじさいの会」が 12月 27日・28日の 2日をか

けて調理し、配食ボランティアの手を経て民生委員さんに届け

てもらっています。

皆様の善意とご協力で一足早い「あたたかいお正月」を届け

ることができました。

園
部

身近な地域で、配慮の必要な方々（高齢者・

障がい者・子ども達等）への見守り・声かけをみんなで進めて

いくことを目的に、昨年より毎月15日を「あんしん・あんぜ

んの日」と定めました。

民生児童委員さんや福祉委員さんや地域の方々の連携による

見守りネットワーク活動や、のぼり旗の設置により、その啓発

を始めました。

従来から、見守り・訪問活動は取り組まれていますが、日ご

ろから私たち一人ひとりが関心を持ち、「お変わりありません

か」とあい

さつを交わ

せる関係づ

くりと、い

ざという時

には助け合

えるそんな

あたたかい

福祉のまち

づくりを進

めていきたいと思っています。

日
吉

以前より福祉教育の一環として各小学校との

共催で福祉講演会を実施しています。

今年度は、知井小学校と平屋小学校での開催となりましたが、

去る１２月８日に関西盲導犬協会盲導犬訓練センターより、久

保ますみ訓練士に盲導犬ラフィー君と一緒にお越し頂き、目の

不自由な人への理解を深めるとともに、盲導犬の誕生から果た

す役割について、実演を交えてお話頂きました。

子供たちは、普段の生活の中で見かけることのない盲導犬に

興味津々。最後の質問コーナーでも、疑問に思った事を活発に

質問するな

ど、終始熱心

な態度でお話

を聞く事がで

きました。

講演会を通

じて、障がい

者や高齢者が

特別な存在で

はなく、お互いの個性や考え方を認め合って「共に生きる」と

いうことの大切さを培ってほしいと願っています。

美
山

◎
介
護
が
た
い
へ
ん
で
困
っ
て

　

い
る
け
れ
ど
誰
に
も
相
談
で

　

き
な
い
。

な
ど
の
悩
み
や
相
談
に
も
地

域
の
関
係
機
関
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
く
て
も
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
認
定
を
受

け
る
と
使
え
な
く
な
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
な

ん
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

で
、
介
護
保
険
の
申
請
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
前
に
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
丹
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
八
年
四
月

か
ら
、
南
丹
市
の
委
託
を
受
け

て
、
地
域
の
高
齢
者
が
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
３
人
の
専
門
職
種
（
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉

士
、
看
護
師
）
が
連
携
し
て
自

立
を
目
指
し
た
介
護
予
防
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

電
話
・
来
所
・
訪
問
な
ど
ご
希

望
の
方
法
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
た
と
え
ば
・
・
・

◎
最
近
体
が
弱
っ
て
き
て
不
安

　

に
な
っ
て
き
た
け
ど
、
が
ん

　

ば
っ
て
一
人
暮
ら
し
を
続
け

　

た
い
。

◎
高
い
布
団
を
買
っ
て
し
ま
っ

南丹地域包括支援センター 

�0771-43-0551
南丹市社協 八木支所内 
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映
画
鑑
賞
会
を 

　
開
催
し
ま
す
！ 
映
画
鑑
賞
会
を 

　
開
催
し
ま
す
！ 
映
画
鑑
賞
会
を 

　
開
催
し
ま
す
！ 

園
部
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

日
吉
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

日
吉
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

園
部
町　
　

京
都
銀
行
園
部
支
店
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

園
部
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

日
吉
町　
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名
…
…
…
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…
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社
会
福
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日
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名
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社
会
福
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に

八
木
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名
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…
…
…

社
会
福
祉
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八
木
町　
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名
…
…
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…
…
…
…
…
…
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社
会
福
祉
に

日
吉
町　
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名
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…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

日
吉
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

園
部
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

八
木
町　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

社
会
福
祉
に

南
丹
市　
　

匿　
　
　

名
…
…
…
…

チ
ャ
リ
テ
ィ
を
福
祉
の
た
め
に

八
木
町　
　

金
光
教
八
木
教
会
婦
人
部

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…

に
こ
に
こ
祭
り
売
上
金
を
福
祉
の
た
め
に

園
部
町　
　

園
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

チ
ャ
リ
テ
ィ
を
福
祉
の
た
め
に

日
吉
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
】

盲
聾
の
老
女
と
、
生
き
る
意
味
を

見
失
っ
た
少
年
の
偶
然
の
出
会
い
か

ら
始
ま
る
、
感
動
の
物
語
「
ヘ
レ
ン

ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」。

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
ぜ
ひ
多

数
の
方
に
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
映

画
で
す
。

障
が
い
、
教
育
、
ふ
れ
あ
い
…
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
を
あ
な
た
に
語
り
か

け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
映
画
は
赤
い
羽
根
共
同
募

金
配
分
金
の
一
部
を
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

3月10日（土）午前10時
南丹市八木公民館3F
（JR八木駅より徒歩3分）

3月10日（土）午後3時
南丹市日吉市民センター

（JR日吉駅より徒歩3分）

映画『ヘレンケラーを　
　　　 知っていますか』

計　

七
五
二
、九
〇
二
円

美山支所  0771-75-0020　 0771-75-0829南丹市美山町島住古瀬8番地〒601-0751
日吉支所  0771-72-0947　 0771-72-0732南丹市日吉町保野田垣ノ内6番地4〒629-0301
八木支所  0771-42-5480　 0771-42-4412南丹市八木町西田山崎17番地〒629-0134
園部支所  0771-62-4125　 0771-63-5606南丹市園部町上本町南2番地22〒622-0014

全て日本語字幕付で上映いたします。（カラー105分） 主催：南丹市社会福祉協議会（0771-72-3220）

広
報
の
発
行
が
大
変
遅
く
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
定
期
的
に
発
行
し
、

南
丹
市
社
協
の
活
動
や
取
り
組
み

を
広
く
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
宜
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
。

編
集
後
記
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